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１ 管 理 部 門 

（１）法人の概要

【事業内容】 
公益財団法人北海道精神保健推進協会は、精神保健思想の啓発普及と精神障碍者等(メンタル

ヘルスケアの諸問題を抱える人を含む。)の社会参加を促進し、精神障碍者等の福祉の向上に寄

与することを目的として運営しており、定款に掲げる事業は、次のとおりである。 

・精神保健思想の啓発普及 

・精神障害者等の社会復帰のための医療施設(デイケア及び診療所)の設置及び運営 

・障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

・障害者総合支援法に基づく一般相談支援事業・特定相談支援事業 

・障害者地域生活支援センター等の相談支援事業に対する指導援助 

・精神障害者等の就労・雇用に向けた支援 

・地域精神保健・医療・福祉充実のための支援 

・精神保健医療福祉に関する調査研究 

・その他本会の目的を達成するために必要な事業 

○法人の主な事業 

精神障碍者の社会復帰や社会参加の促進を図ることを目的に、精神科デイケア施設（独

立型）である「こころのリカバリー総合支援センター」を運営するとともに、多機能型事

業所として、就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」、就労移行支援事業

所「ここスタ」、就労定着支援事業所を運営している。また、相談支援事業所「ココクル」

を設置している。 

「リカバリーセンター」では医学的管理のもとに、通所者への個別的相談や指導、社会

的自立のための基礎的訓練、生活指導、作業訓練、レクリエーション、体力づくりなどを

週間プログラムに沿って実施している。 

また、北海道から委託事業として、高次脳機能障碍者の受け入れ（平成１６年度～）や

精神障碍者の入院から地域生活への移行支援事業の実施（平成１９年度～）、「北海道ひ

きこもり成年相談センター」の運営（平成２１年度～）を行うほか、札幌市からの委託事

業として、「札幌市ひきこもり地域支援センター」（平成２７年度～）の運営を行ってい

る。 

【役員】 理事９名・監事２名・評議員１１名 

※氏名等資料編（３８Ｐ）に掲載 

【法人職員】（合計１９名：常勤職員 １１名、非常勤職員 ８名）※R5.3.31 現在

○「こころのリカバリー総合支援センター」 

 ・常勤職員  ８名 所長（医師・理事長）、事務職員１名、精神保健福祉士４名、 

作業療法士１名、保健師１名、(精神保健福祉士・兼務 1名) 

   ・非常勤職員 ２名 医師１名、事務職員１名 

○就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」 
・常勤職員   ２名 管理者（精神保健福祉士）、職業指導員（精神保健福祉士）１名、 

      ・非常勤職員 ６名 生活支援員 １名、 

目標工賃達成指導員 １名、調理員 ４名

○相談支援事業所「ココクル」 
・常勤職員   １名  管理者（精神保健福祉士）、（相談員（精神保健福祉士・兼務））
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（２）理事会・評議員会等
区     分 年月日、会場等 議事等の内容 

当法人監事による令和 3 年度

決算等監査 

令和 4年 5月 19 日 

於：こころのリカバリー総合 

支援センター 

令和 3 年度 事業の実施状況、

予算執行状況、財産目録等関係

帳票の監査 

（出席） 

監事 2名 

令和 4年度第 1回理事会 令和 4年 6月 2日 

オンライン開催 

令和 3 年度 事業報告、決算報

告及び令和 3年度補正予算等 

令和 4年度度第 1回評議員会 令和 4年 6月 21 日 

オンライン開催 

令和 3 年度 事業報告、決算報

告及び令和 3年度補正予算等 

令和 4年度第 2回理事会 令和 4年 6月 21 日 

書面表決 

理事長、副理事長、常務理事の

選定について 

令和 4年度第 3回理事会 令和 5年 3月 13 日 

オンライン開催 

令和 5年度事業計画、収支予算

等 

令和 4年度第 2回評議員会 令和 5年 3月 24 日 

オンライン開催 

令和 5年度事業計画、収支予算 
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２ 事 業 部 門 

１「精神障碍者等」の社会参加への支援 

 イ 精神科デイケア事業（こころのリカバリー総合支援センター） 

 ① 精神科デイケアの実施 

ａ デイケア事業概況  
R4 R5

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 計

21 20 22 21 22 21 21 21 16 20 20 23 248

145 144 144 145 145 145 145 146 146 146 145 148

8 8 8 8 8 8 8 9 9 9 9 9

626 664 666 640 679 643 565 547 571 476 523 591 7,191

25 30 35 29 27 27 31 31 33 29 36 41 374

3 1 1 2 1 2 3 13

1 1

1 1 2 1 1 1 3 10

29.8 33.2 30.3 30.5 30.9 30.6 26.9 26.0 35.7 23.8 26.2 25.7 29.0

延べ出席者数
（デイケア等）

下段:高次脳再掲

通所開始

下段：高次脳再掲

通所終了

下段：高次脳再掲

一日平均出席数

開設日数

月間在籍者数
 下段：高次脳再掲

ｂ 令和４年度に在籍した通所者の概要 

表.1-1 通所者の件数
男 女 計

前年度から継続 103 39 142
当年度に通所開始 8 5 13

計 111 44 155

表.2-1 通所者の年齢
年齢区分 男 女 計

10～19歳 3 1 4
20～29歳 23 15 38
30～39歳 35 12 47
40～49歳 30 11 41
50歳以上 20 5 25

計 111 44 155
平均年齢 38.5 35.8 37.2
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表.3-1 疾患別状況
人数 構成

F2 統合失調症 40 25.8%
F3 気分（感情）障害 43 27.7%
F4 神経症性障害 22 14.2%
F6 人格障害 0 0.0%
F7 精神遅滞 4 2.6%
F8 発達障害 29 18.7%
F9 行動および情緒の障害 6 3.9%
G4 てんかん性障害 2 1.3%
G9 神経系のその他の障害 0 0.0%
高次脳機能障害（※） 9 5.8%

計 155 100%

表.4-1 通所年数
通所年数区分 通所者 終了者 計

１年未満 13 0 13
１年以上～３年未満 34 2 36
３年以上～５年未満 18 5 23
５年以上～１０年未満 49 3 52
１０年以上 31 0 31

計 145 10 155
平均通所年数 6年6ヶ月 4年3カ月 6年5ヶ月
最短通所年数 24日 1年11ヶ月
最長通所年数 25年3ヶ月 6年10ヶ月

表.5-１ 出席状況
通所日数区分 在籍者 終了者 計

50日以下 98 8 106
51日以上～100日以下 20 1 21
101日以上～150日以下 15 1 16
150日以上～200日以下 8 0 8
201日以上 4 0 4

計 145 10 155
平均通所日数 47.9 22.5 46.1

ｃ 年度別通所開始者・終了者     
（高次脳機能障害　再掲） (単位:人)

年      度 通所開始者 通所終了者

昭和63年度～令和3年度 943 795
高次脳機能障害 46 40
令和4年度 13 10
高次脳機能障害 1 0

956 805
47 40

計

ｄ 年度別通所終了者の理由 
年　　　度 就労・就学 事業所 在宅 中断 入院 死亡 その他 計

昭和63年度～令和3年度 134 175 164 40 229 11 40 793 

（高次脳機能障害　再掲） (4) (15) (10) (6) (2) (3) (32)

令和4年度 2 2 2 0 2 0 2 10

（高次脳機能障害　再掲） 0

136 177 166 40 231 11 42 803 

(4) (15) (10) (6) (2) (3) (32)

総数

総計

ｅ 通所希望見学者及び体験者数              
（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
精神科デイケア 1 4 8 5 5 3 3 3 1 3 3 3 42
高次脳機能障害 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 3

見学・体験者数

※疾患別状況（高次脳機能障害内訳）

人数 構成
F04　器質性健忘症候群 7 77.8%

F07　器質性パーソナリティ行動障害 1 11.1%
計 9 100%

F06　脳損傷、脳機能不全および
　　　身体疾患による他の精神障害 1 11.1%
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ｆ デイケア年間行事実施状況 

月 日 行事名
人数

（メンバー）
4 29 特別デイケア 30
5 3 特別デイケア 22
7 18 特別デイケア 19
8 10 就労ナイトケア 16
9 23 センター祭 51
10 10 特別デイケア 16
11 5 特別デイケア 5
12 23 クリスマス会 36
12 29 特別デイケア 22
1 7 特別デイケア 17
2 22 就労ナイトケア 10
2 25 特別デイケア 14
3 25 特別デイケア 18

ｇ 関係団体の支援及び各種行事への参加状況 

月 日 行事名
5 22 第22回札幌市障がい者スポーツ大会出席
6 17 NPO法人オーク会総会出席
7 5 札家連主催会員研修会出席
3 7 札家連主催家族相談会出席

ｈ 地域生活支援事業 

  ・地域生活支援業務 
（単位：回）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 小計
家族訪問及び同行支援 6 5 11 4 11 9 9 9 13 9 10 12 108
関係機関とのケース会議 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
関係機関連携（電話・来所等） 1 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 4 9

・個別相談関連業務件数 

（　）は高次脳再掲 （単位：回）

メンバー 131 (0) 97 (2) 90 (1) 78 (0) 78 (1) 52 (1) 60 (0) 55 (4) 55 (0) 52 (2) 41 (0) 75 (0) 864 (11)
OB 5 (0) 3 (0) 3 (1) 4 (0) 4 (0) 2 (0) 0 (0) 3 (0) 6 (1) 3 (0) 1 (0) 3 (0) 37 (2)
家族 3 (0) 3 (2) 1 (1) 1 (0) 3 (0) 1 (0) 4 (0) 2 (1) 6 (0) 4 (0) 2 (0) 5 (0) 35 (4)
一般 1 (2) 0 (2) 2 (2) 1 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (3) 0 (0) 3 (0) 7 (0) 16 (9)

9月 3月 計10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

② ＯＢ会活動支援 

ａ アフターケア（ＯＢ会）関連業務 

月 日 曜 日 内 容 場 所
参加
人数

10 31 月
幹事会
今後の交流会について話し合いと
機関紙（こまん・たれ・ぶー）編集・発送

 こころのリカバリー総合支援センター 2

元気でやっとる会（交流会）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
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③ 家族会活動支援 

ａ 家族会関連業務 

(単位:人)

月 日 曜日
出席

人数

4 20 水  令和4年度リラの会総会 10名

5 18 水 10名

6 15 水 7名

7 20 水 10名

8 17 水 7名

9 23 水 14名

10 19 水 11名

11 16 水 7名

12 21 水 8名

1 18 水 8名

2 15 水 6名

3 15 水 5名

毎月第1水曜日に会報誌「窓」の発送を行っている。

内　　容

 話し合い
　久しぶりに参加された方もあり、現況や将来の心配など

 話し合い
　今年の抱負などを会員全員で話し合い

 1年を振り返って話し合い
　今年を振り返りながら来年度の例会内容など

 話し合い
　福祉制度の運営上の問題や日常の困った事など自由に

 話し合い
　最近の様子や困り事など、実習生からの気持ちも

 話し合いとセンター祭打合せ
　当センターや家族会の意義など実習生とも

 センター祭参加
　カレーライスの料理配膳

 話し合い
　実習生と共に当事者との付き合い方や作業所制度の現状問題点など

 話し合い
　当事者への期待やグループホーム、親亡き後の不安など

 阿部所長との話し合い
　精神科医療体制の現状の問題点や当事者への対応アドバイス

 話し合い
　現看護師で看護専門科大学院生の参加も得て、親亡き後など将来の不
安について

ロ 障碍者就労支援事業 

ハ 障害者総合支援法に基づく福祉サービス事業 

（１） 多機能型事業所（就労移行支援事業・就労継続支援Ｂ型事業）の運営 

① 就労継続支援Ｂ型事業所の運営 

令和４年度も新型コロナへの対応をしながら事業を進めており、予定の変更を余儀なく

されることもあったが、依頼された仕事を期限内に行うことが出来ている。 

事業所の業務は、講義、実習生対応や映像制作、会議研修中継業務などは従前から継続

しているが、書籍販売発送業務など新たな業務も加わっている。新たな業務でも繰り返し

取り組むことによって、始めはぎこちなかったメンバーもその業務に精通することができ、

その知識や経験を他のメンバーに伝えるなど自信をのぞかせる一面も見られ、出来ること

に焦点を当てて実行していくことの大切さを実感できた。 

依頼される仕事については、講義講演や中継撮影等の件数は着実に増えてきている。前

年から連続して依頼された業務もあったことから、依頼者から期待されて仕事を頼まれて
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いるという実感もメンバースタッフともに感じるところである。また、依頼者からも業者

さんと言われるほどの仕事に関するここプロのメンバーのプロ意識に触れ、社会の中で仕

事をしているということを実感した。 

そうした依頼される業務の他にも、自主企画の活動も展開できている。これまで実習生

と継続して行ってきた DST（デジタルストーリーテリング）や、にんげん図書館（リビング

ライブラリーの手法を活用した啓発活動）を高知県立大学等と協働して実施することがで

きた。これらはこれまで当財団が重視してきたナラティブの実践であり、ナラティブベー

スのこれらの動きは、事業所活動の中核になりつつあり、今年度はラジオ放送のほかに

Youtube Live なども活用して情報発信の場を広げている。 

ａメンバーの概要 （令和 5年 3月 31 日現在） 

○登録者 15 名  

○性別： 男性 14 名、女性 3名  

○年齢： 平均 40.7 歳 （最低 23 歳、最高 57 歳） 

○障碍の状況：  

障碍名 人数 

知的障碍 1 

精神障碍  14 

計  15 

ｂ福祉手帳取得状況 （令和 5年 3月 31 日現在） 

ｃ通所者数 

通所状況 

手帳等級 人数 

療育手帳Ｂ  1  

療育手帳Ｂ－  2 

精神保健福祉手帳２級  10 

精神保健福祉手帳３級  2 

計 15 

令和 4年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

登録人数 15 15 15 16 15 15 16 17 17 17 17 17 16 

平均通所者数/日 11.7 11.5 11.2 12.0 11.3 10.0 12.0 11.4 11.9 12.0 12.2 11.9 11.6 
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ｄ工賃 

〇支給額 

工賃支給額 7,372,600 円

平均工賃月額 42,783 円

〇工賃支給実績の推移 

ｅ活動内容 

○行政との協働（委託事業など）の実績 

市町村名 内容 

北海道 介護認定審査会委員新規研修について動画制作を行った 

札幌市北区 動画版「これならできる！朝ごはんレシピ集」の制作を行った 

○他の NPO・市民活動団体との協働の実績 

区分 件数 内容 

活動報告 1 件 特色ある活動をしている事業所としてシンポジスト参加した 

防災に関する研修等 5 件 
災害時用配慮者避難に関する研修会(2 回）を企画運営したほ

か、防災に関するヒアリング調査(3 か所)を行った 

商品販売 1 件 
当事業所で制作した商品を北広島福祉ショップふゅーるで通

年販売した 

デザイン制作 2 件 
高次脳機能障害書籍のデザイン作成及び赤い羽根共同募金ピ

ンバッチのデザイン制作を行った 

ホームページ管理 1 件 
ソーシャルワーク分野におけるリジリエンスに関する研究情

報の WEB ページの管理業務を行った 

書籍販売取扱業務 1 件 
北海道大学病院リハビリテーション部発行の高次脳機能障碍

の書籍「今日はくもり、明日は晴れ」の注文対応及び発送業

務を行う。取扱数は 468 冊であった。 



１１

○講義実績 

区分 依頼先 

精神保健福祉学科等 7 大学 2専門学校 

作業療法学科 2 大学 2専門学校 

看護学科 6 大学 

その他 12 団体 3学校 

コロナ禍より対面での精神保健福祉に関する講義が制約や日程の変更にも対応し

ながら実施した。講義・グループワークの他、にんげん図書館やデジタルストーリー

テリ ング（DST）などの語りを通して当事者を理解する方法も取り入れている。ま

た、援助実習の依頼を希望する養成校には、学生に講義をする機会を設けてもらい、

学生の事業所及び当事者理解が深まるようにしている。 

○撮影・映像制作（依頼による） 

区分 件数 内容 

撮影・映像制作 16 件 
障碍者技能競技会のダイジェスト映像、学習教材映像、

研修会記録映像等の制作 

オンライン配信 18 件 研修会などのオンライン配信 

コロナ対策のために研修教材の制作依頼に加えて、研修会のオンライン配信業務の

依頼を受け、オンライン配信研修会の件数が増えている。また、民間企業からも映像

制作の依頼を受けている。 

○撮影・映像制作（自主企画による） 

作品名 回数 摘要 

Youtube でのライブ放送（定期配信） 21 回 第２･４火曜日午後配信 

これまでの映像を配信する技術を活かしながら、事業所スタッフメンバーの情報発

信の場を設けた。 

○ラジオ放送

○イベント企画 

第 18回市民メディア全国交流会 メディフェス仙台 

 セッション「誰でも社会 社会的少数派からの発信」パネリスト参加 

メディアを活用しながら障碍当事者の視点を語りを通して伝えるという日々行って

いる実践を参加者がイメージしやすくなるように報告している。 

番組 回数 放送局／周波数 摘要 

「ここプロありのままラジオ 

 ～ファンキーで行こう！」 

毎週木曜日 14:30～15:00 放送 

51 回 
エフエムアップル 

76.5MHz 

令和元年 5月 

より放送 



１２

〇実践報告・調査研究 

第 29回 日本精神障害者リハビリテーション学会にて報告 

「ここリカ・プロダクション開所８年を迎えて働き方を考えた  

～リフレクティングでみえたことの報告～」 

② 就労移行支援事業所の運営 

  利用者が一般企業へ就職し、令和４年４月１日より利用者が不在となったため、就労

移行支援事業を休止していた。その後、担当職員の退職も重なり、令和４年度をもって

当該事業所を廃止した。 

〇就職先種別（開設以降）                                          単位：人

業種 建築業事務 車両販売 調理・給食 行政機関 通信業事務 ﾘｻｲｸﾙ業 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ業 その他 

人数 １ １ 2 １ １ １ 1 1 

③就労定着支援事業の運営 

令和 5年 3月 31 日現在、継続して就労している利用者２名が登録しており、必

要に応じて引き続き支援していく。利用対象者となりうる就労者は他にもいるが

現状ではメールや電話での支援で対応している。今後必要に応じて就労定着支援

への登録を勧め、継続して働くことができるように支援していく。 

（２）相談支援事業所の運営 

① ココクルの運営 

当法人では「精神障害者等の社会参加の促進」を目的としており、これまでデ

イケア通所者や家族等からの相談に応じているところである。障害者総合支援法

に基づき、①就労支援事業やグループホーム等の障害福祉サービスの利用促進を

図るため、②ここリカ・プロダクションやその他障害福祉サービスの利用更新（概

ね 1年毎）のため、平成 28 年に相談支援事業所を開設し医療から福祉へ繋がる支

援を行っている。令和 4年度の実績としては下記のとおりとなっている。 

○相談実績（件数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

新規 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 2 0 10 

電話・メール相談 12 11 16 18 20 17 15 18 16 15 18 20 196 

面接相談 11 10 14 16 13 15 16 14 15 17 19 21 181 

訪問・同行支援 9 7 10 12 13 11 12 15 17 16 18 22 162

関係機関との連絡 13 14 17 20 16 17 15 16 18 13 15 19 193 

２ 精神障碍者の社会参加を支える体制の整備及び啓発普及 
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 イ 精神保健思想の啓発普及と研修事業 

 ① 地域精神保健スタッフ等研修事業 

 ａ デイケア・事業所スタッフのための研修・講座 

コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した。

 ② 実習生、見学の受け入れ事業 

 ａ 施設見学等来所者状況 

月 日 曜日 人数

8 5 金 1

8 9 火 18

8 9 火 北海道科学大学学生 2

9 21 水 2

11 17 木 2

3 28 火 札幌市みなみの杜高等支援学校教員 2

27

内　容

家庭生活カウンセリングセンター受講者

社福）にれの会職員

合　　　　計

札幌保健医療大学学生

移行支援事業所職員

 ｂ 実習生受入状況・教員会議及び訪問による打ち合わせ 

人　数

11

3

看護学科（北海道医療大学・札幌医科大学・札幌医科大学院生） 37

4
55

12回

３回

計

福祉系学科（北海道医療大・札幌学院大・星磋道都大・北星学園大・北翔大・心療福祉）

作業療法学科（北海道大学・札幌医科大学・吉田学園）

医学部（北海道大学）

内　容

実習事前訪問対応
実習指導者会議等出席（オンライン会議も含む）

 ③ 各種研修会への講師派遣及び企画運営の支援事業 

社会福祉団体など関係機関の要請に基づき、研修会への講師派遣や企画運営等への協

力・技術支援を行っている。 

 ④ 市民講座の開催 

    コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した。 

 ⑤ 障碍者のスポーツ振興への協力 

精神障碍者のスポーツ振興の意味も含め、精神障碍者団体への体育館貸出などへの協

力を検討中である。 

⑥精神障がい者地域移行研修事業の実施 

（北海道精神障がい者地域生活支援事業（地域移行研修事業）） 

令和４年度については、研修準備としてオンラインにて打ち合わせを行い、各圏域が

希望する研修について意向を確認し、テーマ別の研修設定、参加なのか参画なのかを選

択できるように工夫した。また、オンデマンドによる研修も実施し、各圏域でコロナ感



１４

染対策の状況に対応した研修を実施できるようにしている。 

ａ 地域移行研修会打ち合わせ 

第１回センター長会議と併せて開催し、今年度研修内容について道内各センター長と

の意見交換を行った。その他、各地の研修の実施時期に合わせて、それぞれ２回から３

回オンラインにて打ち合わせを実施している。 

 ｂ センター長会議 
日 時 会 場（圏域） 内  容 

5 月 12 日 

11：00～12：00 
第１回センター長会議 

道内各センター長と情報交換、意見交換（今年度研修

計画、各圏域の近況報告など） 

8 月 12 日 

11：00～12：00 
第２回センター長会議 

道内各センター長と情報交換、意見交換（全道ピア研

修、オンデマンド研修のことなど確認）

11 月 24 日 

11：00～11：30 
第３回センター長会議 

道内各センター長と情報交換、意見交換（ピアカウン

セリング研修、オンデマンド研修など） 

2 月 21 日 

11：00～11：40 
第４回センター長会議 

道内各センター長と情報交換、意見交換（上川圏域地

域移行研修、次年度の研修について） 

8 月 23 日 

11：00～12：00 

全道ピアサポーター研修

実行委員会 

センター長からの提言により、全道ピアサポーター研

修実行委員のオンライン打ち合わせへ振替 

 ｃ ピアサポーター会議（zoom） 
日 時 参加者 内 容

4月 21 日 
13：30～14：30 

41 名 各センターのピアサポーター他己紹介、情報交換 

5 月 19 日 
13：30～14：10 

37 名 テーマトーク「GW何をしていましたか？」 

6 月 16 日 
13：30～14：30 

37 名 テーマトーク「精神科の薬の拒否感について」 

7 月 21 日 
13：30～14：30 

48 名 情報交換と各センターからの近況報告 

8 月 18 日 
13：30～14：30 

希望セン
ター視聴

当法人阿部理事長より講話 

9 月 16 日 
13：30～14：30 

48 名 
テーマトーク「専門用語を普段使いの言葉で言い換えるなら、ピアは
どのように考える？」 

11 月 24 日 
13：30～14：30 

38 名 当法人阿部理事長より話題提供 

12 月 15 日 
13：30～14：30 

39 名 テーマトーク「今年一年を振り返って」 

1 月 19 日 
13：30～14：30

49 名 
テーマトーク「小さなステップ（自分がこれまで経験してきたこと、
ステップを登ってきたこと）」 

2 月 16 日 
13：30～14：30

46 名 
当法人阿部理事長より講義「社会保障ってそもそも何なのか考えよ
う」 

3 月 16 日 
13：30～14：30 

48 名 
各センターから情報提供「コロナ禍の期間、茶話会をどんな形で行っ
ていたか？」 

 ｄ ピアカウンセリングセミナー（zoom） 

   日 時：2月 2日、3日 

参加者：12 名 ※全課程修了者には、参加証を発行 
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1 日目 2/2(木)

スケジュール 

10：00～

11：00 

＜ピアカウンセリングオリエンテーション＞

ピアカウンセリングとは何でしょう？

ピアカウンセリングの基本原則

ピアカウンセリングのねらい

気分調べ

気分調べの説明（目的とルール）

気分調べでチェックイン

自己開示について

休憩

11：00～

12：00 
アイスブレイク「ご当地・自己自慢」

昼休み

13:00～
14:00 

気分調べでチェックイン

  演 習１

「ストレングス～自分・環境～」

チェックアウトとしての感想

         休憩

 ｅ 全道ピアサポーター研修 

  例年と同様に３日間研修を企画し、新型コロナウイルス感染に留意しながら、会場参

加とオンライン参加を選択できるようハイブリッド開催で実施した。研修企画にあたっ

ては、全道のピアサポーターから実行委員を募り、オンラインにて３回事前打ち合わせ

を行っている。今年度は、ピアサポーターが研修のプログラムの一部を企画から運営ま

で参画できるよう仕組みを整えている。実行委員会では、企画を提案するほか、企画の

参加者に対して交渉も行うなど主体的な様子も見られていた。講師は北海道内だけでは

なく、道外から招くことができ、研修の幅が広がったと考えられる。 

オンラインを活用した３日間研修の実施については、資料を動画として事前に視聴し

てもらうなどして、ピアサポーターの疲労などを考慮しつつ、交流の時間を増やせるよ

うに企画している。 

オンラインでの一方的な講義にせず、演習やグループに分かれての意見交換ができる

ように工夫している。 

日 時：10 月 5 日（水）～7日（金） 

会 場：北海道建設会館 9階中会議室 及び オンライン 

参加者：80 名（参集 6名、オンライン 74 名）※全課程修了者には、参加証を発行 

2 日目 2/3（金)

10:00～

12:00 

アナウンスメント

気分調べでチェックイン

「リカバリー・リジリエンスについて」 

演習 3「人生の曲線」 

 チェックアウトとしての感想

昼休み

13:00～

15:00

  最後の演習

「得意の一歩」

研修の分かち合い

修 了 式
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プログラム（案） 10/5（水） 10/6（木） 10/7（金） 

10：00～12：00 後志圏域制作DVD上映＆

制作秘話 

東胆振＆富良野圏域 

「あのピアに聴いてみたい！」 

閉会のあいさつ 

13：00～16：00 開会のあいさつ 

新しいピア紹介 

各圏域代表からピア紹介 

大阪 株式会社 inCとの 

交流会 

 ｆ 地域移行研修（エリアをまたぐ研修としても企画） 
日 時 会 場 参加者 摘要

9月 27 日（火） 
13：30 15：30 

倶知安町役場 2階会議室及びオン
ライン

後志圏域 54 名 
（オンライン参加者含む）

打ち合わせ３回 
（6/28，7/4，7/22） 

1 月 24 日（火） 
13：30 15：30 オンライン開催 宗谷圏域 5市町村 

17 名
打ち合わせ等 4 回 
（7/7、11/30、1/17、3/14）

3 月 7 日（火） 
10：30 16：30 

旭川市障害者福祉センターおぴった
及びオンライン 

上川中部圏域 
※札幌、函館からの参加者含む 
55 名（オンライン参加者含む）

打ち合わせ 1 回（12/27） 
※全課程の参加者へ修
了証明書を発行 

 ｇ オンデマンド研修 

新型コロナウイルス感染防止にも配慮し、それぞれの圏域の状況に合わせて活用できる

ようにオンデマンド研修方式を導入した。 

○「長期入院者の退院のための看護」 

中島裕子氏（札幌鈴木病院看護師長） 

   ※好評のため、前年度に引き続き研修開催。 

○「地域共生社会へ向けて～いろいろな視点から見る“地域移行”とは～」 

大塚淳子氏（帝京平成大学現代ライフ学部人間文化学科教授） 

（2022 年 3 月 3 日地域移行研修会映像） 

○「地域移行支援の実践について～各支援者の立場から～」 

長濱章雄氏（社会福祉法人新生会 知的障がい児施設 希望学園支援課長・サービス管理

責任者） 

小木曽美智子氏（旭川刑務所 処遇部企画部門（分類））、 

佐藤豊彦氏（社会福祉法人道北センター福祉会道北地域生活支援センター センター長） 

コーディネーター 紺野あゆみ氏（旭川市障害者総合相談支援センターあそーとセン 

ター長）  

（2022 年 3 月 3 日地域移行研修会映像） 
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○「名寄市立総合病院におけるピアスタッフの役割～採用に至る経緯と期待すること」 

野口剛志氏（名寄市立総合病院こころのリハビリテーションセンター 診療部長）、 

吉本尚美氏（同 アウトリーチ係長）、中川英樹氏（同 ピアスタッフ） 

○「株式会社 inC の活動＆精神障碍者の地域支援事業の歴史」～大阪ではどうのように始

まったのかと現状や課題について～ 

赤澤慶信氏（株式会社ｉｎＣ）、田淵誠氏（同 アウトリーチ係長） 

全道ピアサポーター研修 事前視聴にも利用 

 ロ 高次脳機能障碍者支援事業等 

 ① 相談窓口及びリハビリ提供・地域生活支援事業【在宅生活支援事業】 

  １．支援プログラムの実施状況及び相談件数 

○リハビリテーションプログラム実施状況（※通所登録者数は各月末時点） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

通所登録者（人） 8 8 8 8 8 8 8 9 9 9 9 9  

実施回数（回） 21 20 22 21 22 21 21 21 16 20 20 23 248 

延べ人数（人） 25 30 35 29 27 27 31 31 32 26 32 39 364 

1 日平均通所者（人） 1.2 1.5 1.6 1.4 1.2 1.3 1.5 1.5 2 1.3 1.6 1.7  

・新規通所者：40 代女性 交通事故による高次脳機能障害  

〈登録者の動向〉 

コロナウイルスの流行により、他の持病があるため通所を中断する方、高齢のため外出

は自粛するという方が依然としている。通所日数は、他機関との併用、体力や精神的疲労

の度合いなど個々の状況に合わせて決定している。その中で複数あるプログラムから自分

に適したプログラムを選択し参加する（必要に応じスタッフがプログラム選択の助言を行

う）。外来とデイケアを併用している方もる。家族調整や生活環境の調整のため他機関と

連絡を取りケース会議を行いながら支援するケースもある。 

○相談支援件数と内容 

【相談内容】 

・本人 対人関係や生活上の悩みや不安、就労先での工夫、日

常生活における計画や手順の工夫など  

・家族 関わりの苦労、工夫を聴くほか、本人と他の家族との意

思疎通や目標確認、年金等の手続きの相談 

・医療機関（脳神経外科・リハ科・精神科病院、クリニック） 

退院後の支援、リハビリテーションについて  

・行政機関、就労支援・介護支援・相談支援事業所 受け入れ先

について、対応困難なケースについて 

○同行支援・家庭訪問と内容 

 ・家庭での生活状況の確認や家事等の本人の自立に向けた助言、指導を行った。 

○精神科医による診察

 ・外来診察 【66 件】 

 計 

電話（家族・本人） 38 

電話（関係機関） 17 

来所相談 23 

訪問・同行 25 

文書・メール 85 

見学（家族・本人） 0 

見学（関係機関） 0 

計 188 
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近年はデイケア利用者だけではなく、定期的な診察や生活支援のために利用する方も増

えている。手帳の申請や、裁判に係る意見書を作成。 

２．支援計画の作成と評価 

 ○新規支援計画の作成 

  医師の診断とコメディカルによる認知機能、ADL 評価を行い、今後必要とされる地域資

源やリハビリプログラムの検討を行った。 

○本人・家族の目標設定と振り返り 

 実  施  内  容 

４月 座談会（グループの中でのリハビリの振り返りとフィードバック） 

４月 定期面接（本人・家族同席での振り返りと目標設定） 

１０月 座談会（グループの中でのリハビリの振り返りとフィードバック） 

１０～１１月 定期面接（本人・家族同席での振り返りと目標設定） 

３．支援調整・検討会議の開催 

○施設内支援検討会議 

 回数 実 施 内 容 

5 月 1 対応の検討、支援計画の評価検討

6月 2 対応の検討、職員間のケース共有会議

9月 1 対応の検討 

11 月 2 対応の検討、支援計画の評価検討 

12 月 １ ケース検討

○他機関との支援調整会議 

○その他他機関との連携 

実施日 参加機関 内 容 

7 月 15 日 本人、B型事業所、当職員 2名 事業所見学同行 

12 月 14日 本人、不動産仲介業者、当職員 転居にむけての物件内覧、相談 

3 月 30 日 就労先職員、当職員 本人・家族への対応について協議 

実施日 参加機関 内 容 

4 月 15 日 本人、父、GH、病院コーディネーター、当職員 情報共有とケース会議 

6 月 14 日 教育委員会、当職員 
子のいじめ問題に関する会議

の事前打ち合わせ 

6 月 27 日 教育委員会 2名、学校 3名、当職員 2名 
子のいじめ問題に関する情報

共有 

7 月 1日 
本人、教育委員会4名、学校 4名、当職員2
名  

子のいじめ問題に関するケース
会議 

8 月 9日 
本人、母、 調査委員2名、教育委員会2名、
当職員 

子のいじめ問題の調査委員会 

9 月 8日 
父、GH、訪問リハ、病院コーディネーター、当職
員 2名 

情報共有とケース会議 
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４．関係機関相互の情報交換及び参加研修会等 

実施日 実 施 内 容 主 催 

6月29日 令和4年度 第1回高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会 国立障害者リハビリテーションセンター

6月29日 令和4年度 第1回支援コーディネーター全国会議 国立障害者リハビリテーションセンター

6月15日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会① 講習会実行委員会 

7月6日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会② 講習会実行委員会 

7月27日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会③ 講習会実行委員会 

9月14日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会④ 講習会実行委員会 

10月16日 北海道 高次脳機能障害 リハビリテーション講習会 講習会実行委員会 

10月4日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会⑤ 講習会実行委員会 

11月30日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会⑥ 講習会実行委員会 

2月17日 令和4年度 第2回高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会 国立障害者リハビリテーションセンター

2月17日 令和4年度 第2回支援コーディネーター全国会議 国立障害者リハビリテーションセンター

５．支援ネットワークの構築 

 ホームページやパンフレット、研修会等で当施設を知った関係機関からの支援法や情

報を求める連絡を受け、これまで確立したネットワークをもとに情報の伝達を行った。

また、ケースを通じて就労継続事業所や保健師、介護支援専門員、訪問リハスタッフな

どで支援目標の確認を共同して行うことや研修会の企画を共同して行うことで、お互い

に相談でき対応の調整がしやすくなった。 

６．講演・講師派遣 

〇 高次脳機能障害リハビリテーション講習会について 

北海道高次脳機能障害リハビリテーション講習会の実行委員会事務局として運営。 

日時：10 月 16 日（日）13:00～15:30（オンライン開催、パブリックビューイング会場） 

テーマ：病院では見えない生活の困りごと～コミュニケーションで困っていませんか？～ 

第１部 講演：生活に戻ってから明らかになるコミュニケーション問題と対応～本人も

周囲も悩む会話の溝を埋めるには？～ 

講師：NPO 法人 Re ジョブ大阪 言語聴覚士 西村 紀子 氏 

第 2部 実践報告：書籍「今日はくもり。明日は晴れ」～7人の物語ができるまで～ 

    講師：北海道大学病院 ソーシャルワーカー 玉川 侑那 氏 

第 3部 Q＆A コーナー 

参加者：オンライン申込件数 288 名 

      パブリックビューイング会場 52 名（当事者、家族、医療・福祉関係者 等） 

〇普及啓発 

北大リハビリテーション部が作成した書籍「今日はくもり。明日は晴れ」の販売代行 

 ハ ひきこもり対策推進事業 

 ① 北海道ひきこもり成年相談センターの運営 

② 札幌市ひきこもり地域支援センターの運営 
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ａ 相談支援実施状況 

１．相談支援概要 

 ○相談件数（北海道）   （単位：件）

相談件数計 ５６２
新規相談 ９４ 

継続相談 ４６８ 

○相談件数（札幌市）
相談件数計 ３,０２６

新規相談 ２６５ 

継続相談 ２，７６１ 

○相談件数（合計）
相談件数計 ３,５８８

新規相談 ３５９ 

継続相談 ３，２２９ 

２．相談方法別内訳 

 ○相談方法内訳（北海道） 

 新規 継続 計 構成比 

電話 62 85 147 25.3% 

来所 2 89 91 15.7% 

メール 26 283 309 53.2% 

アウトリーチ 3 10 13 2.2% 

出張相談等 1 1 2 0.3% 

小計 94 468 562 

連携 - 19 19 3.3% 

計 94 487 581 100% 

※「電話」にオンライン相談 4件を含む 
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○相談方法内訳（札幌市） 
  新規 継続 計 構成比 

電話 171 294 465 14.4% 

来所 22 1027 1049 32.5% 
メール 44 1033 1077 33.3% 

アウトリーチ 5 345 350 10.8% 

出張相談等 23 62 85 2.6% 

小計 265 2761 3026 

連携 - 204 204 6.3% 
計 265 2965 3230 100% 

※「電話」にオンライン相談 4件を含む 

 ○相談方法内訳（合計） 
新規 継続 計 構成比 

電話 233 379 612 16.1% 
来所 24 1116 1140 29.9% 
メール 70 1316 1386 36.4% 
アウトリーチ 8 355 363 9.5% 

出張相談等 24 63 87 2.3% 
小計 359 3229 3588 

連携 0 223 223 5.9% 
計 718 3452 3811 100% 

※「電話」にオンライン相談 8件を含む 

３．ひきこもり相談から当法人の精神科デイケアを活用したケース 

 ○精神科デイケアへの通所 
北海道 札幌市 総計

令和 4年度 １名 ８名 ９名

平成 27 年度～令和 3年度 - ３２名
７０名

平成 21 年度～令和 3年度 ３８名 -
計 ３９名 ４０名 ７９名

○ひきこもり外来状況 
北海道 札幌市 総計

年度
令和 4年度 平成 21 年度～

令和 3年度
令和 4年度 平成 27 年度～

令和 3年度

新規ケース １名 ６７名 ２３名 １１６名 ２０７名 

延べ回数 ５２回 ３９５回 ７３９回 １，７５０回 ２，９３６回 

ｂ 支援ネットワークの構築等 

１．ひきこもり支援者連絡会議実施状況（北海道） 

「ひきこもり相談会・研修会」として、各保健所および市町村に希望確認をし、希望のあっ

た地域と連絡調整をし、相談会等を実施した。新型コロナウイルス感染拡大防止をふまえオ

ンライン研修も含め実施した。希望確認の項目と実施状況は以下のとおり。 

希望確認項目、①関わっている機関の職員が集まってのケース検討会 

②個別相談（当事者、家族） ③ひきこもりに関する研修会  ④その他 
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月 日 実  施  内  容 備 考 

９ ２９ 京極町（倶知安保健所） 研修会 講師 

１０ ６ 厚真町（苫小牧保健所） 研修会 講師(オンライン) 

１０ １３ 名寄市（名寄保健所） 研修会・ケース検討 講師 

１０ １７ 枝幸町（稚内保健所） 研修会・ケース検討 講師 

１０ １８ 雄武町（紋別保健所） 研修会（当事者向け・一般向け） 講師 

１０ ２１ 帯広市（帯広保健所） 研修会 講師 

１１ １ 釧路町（釧路保健所） 研修会・個別相談 講師、個別相談 

１１ ４ 壮瞥町（室蘭保健所） 個別相談 オンライン 

１１ １７ 南幌町（岩見沢保健所） 個別相談・ケース検討 個別相談 

１１ ２２ 恵庭市（千歳保健所） 研修会 講師 

１２ １５ 北広島市（千歳保健所）ケース検討 オンライン 

１ ３１ 旭川市（旭川市保健所・上川保健所）研修会 講師 

２ ひきこもり出張無料相談会・よりどころ実施状況（札幌市） 

 〇ひきこもり出張無料相談会実施状況 

当センターの通常相談の開設日は平日の日中である。相談者によっては、平日の日中

は「仕事があり相談ができない」等、多様なニーズが考えられる。そのため、「ひきこも

り出張無料相談会」は各月 4回程度（平日水曜日 2回、土曜日・日曜日 1回ずつ） 

13：30～16：00 に実施した(1 回あたり最大 4件まで予約可）。 

「ひきこもり出張無料相談会」の実施にあたっては、当センターのホームページ、新聞掲

載（北海道新聞「さっぽろ 10 区」に掲載し周知宣伝 2022 年 5 月～2023 年 3 月）、広報さっ

ぽろ（誌面、地デジ、アプリ）、10 区役所・10 区民センターおよび他関係機関へのチラシ

配布等で周知を行った。各回、申込状況に合わせて相談員を調整した。 

〇居場所「よりどころ」（親の会・当事者会）への専門職の派遣 

  NPO 法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワークが実施している居場所「よりどこ

ろ」に「親の会」へ相談員を派遣した。また、「親の会」では月 1 回、「学習会」として、

「親の接し方や声掛け、病気や障害について等」、当センターから参加者に向けて伝えた。

よりどころから新規相談に繋がったケースや、以前相談歴があり、よりどころがきっかけ

で再相談に至ったケース、当センターの相談者が「親の会・当事者会」に繋がるケースも

あり、社会資源の１つになっている。 

３ ネットワーク構築状況 

〇講師派遣状況等 

月 日 実  施  内  容 備 考 

１０ ２９
精神衛生学会（神戸市） 
～ひきこもり支援から見えてくるもの～人を無力にするものは何か～

１名派遣 

１１ １２ 令和 4年度 富良野地方精神保健協会 講演会 １名派遣 

１２ ４ ひきこもり VOICE STATION 全国キャラバン in HOKKAIDO（札幌市） ２名派遣  

１２ ２０ 石狩市子ども・若者支援地域協議会代表者会議 １名派遣 



２３

ｃ 普及啓発、事業概要説明 

問い合わせ、相談先の掲載、インタビュー（報道機関や大学の研究等）やアンケート協力、

リーフレット送付インターネットによる発信等により、ひきこもりに関する正しい知識の普

及に努めた。 

「当センターを知ったきっかけ」として、当年度の新規相談 94 件のうち、「ホームページ」

が55件(約 59%)と半数以上となっており、有用な周知方法であるとわかる。他内訳としては、

「不明」が 18 件(約 19%)、「市町村窓口」が 9件(約 10%)、残りは「当事者会・家族会」「支

援機関」「家族・知人」「新聞」などがある。 

 ③研修会 

〇ひきこもり支援機関関係職員等研修会 

月 日 実  施  内  容 備 考 

２
２０

～
２７

令和 4年度 ひきこもり支援機関関係職員等研修会 
「ひきこもりって精神医療が必要？」～そのはざまで揺れ動く事例～

インターネット配信期間：2/20(月)～2/27(月)
参加者居住地内訳：北海道 233 名(札幌市以外)、札幌市 25 名、道外 5名

※講師：コーディ

ネーター4名

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から座学研修ではなく、録画配信による「インタ

ーネット配信」研修会とした。申込者にはパスワードを通知し限定公開とし、1 週間（24 時

間いつでも）閲覧できるよう工夫を凝らした。 

〇ひきこもりサポーター養成研修事業 

月 日 実  施  内  容 備 考 

３
２０

～
２７

令和 4年度 ひきこもりサポーター養成研修 
「ひきこもりサポーターの活躍の場」～居場所実践を聞きながら～

＜各地域からのシンポジスト＞ 

札幌市から「居場所よりどころ」、幕別町から「ひろば HIDAMARINO」 

石狩市から「相談室まるしぇ」、岡山県総社市から「ひきこもり支援センター ワンタッチ」 

参加者居住地内訳：北海道73名(札幌市以外)、札幌市 39名、道外8名、不明1名

ZOOM を利用したオ

ンライン収録かつ

動画配信研修会

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から座学研修ではなく、録画配信による「インタ

ーネット配信」研修会とした。申込者にはパスワードを通知し限定公開とし、1 週間（24 時

間いつでも）閲覧できるよう工夫を凝らした。 

※新型コロナウイルスの影響から、協議会は中止とした。 
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資 料 編

１ 理事・監事・顧問・参与・評議員名簿        (令和５年３月３１日現在) 

役  職   氏      名        所                        属 

理 事 長  阿 部 幸 弘  こころのリカバリー総合支援センター所長 

副理事長  松 原 良 次  北海道精神病院協会会長 札幌花園病院院長 

常務理事  蓑 島 信 彦  北海道精神保健推進協会事務局長 

理 事  高 橋 義 人 北海道精神神経科診療所協会会長 桑園メンタルクリニック院長 

理 事  小 出 英 子  ＮＰＯ法人オーク会副理事長 

理 事  人 見 嘉 哲  北海道保健福祉部技監 

理 事  大 谷 聡 美 札幌市保健福祉局 障がい保健福祉部長 

理 事  中 村 末太郎  北海道精神障害者家族連合会会長 

理 事  南 部   賢 
北海道中小企業家同友会札幌支部インクルーシブ委員会委員長
光情報通信株式会社代表取締役 

監 事  竹 内   巌  北洋銀行常勤監査役 

監 事  兒 玉 真 史  北海道新聞社常勤監査役 

評 議 員  石 山 貴 博  ＮＰＯ法人精神障害者回復者クラブすみれ会副理事長 

評 議 員  大 澤 恵留美 北海道大学病院リハビリテーション部技師長 

評 議 員  岡 崎 大 介  北海道精神保健福祉センター所長 

評 議 員 鎌 田 隼 輔 札幌市保健福祉局精神保健福祉センター所長 

評 議 員  菅  原 悦  子  NPO法人札幌市精神障害者家族連合会会長 

評 議 員  善養寺 圭 子   

評 議 員  池 田 桂 子 こころのリカバリー総合支援センター「リラの会」会長

評 議 員  矢 部 滋 也  一般社団法人北海道ピアサポート協会代表理事 

評 議 員  田 中 美奈子 こころのリカバリー総合支援センター医療参事

評 議 員  土 肥 一 一  こころのリカバリー総合支援センターＯＢ会会長 

評 議 員 西 村 正 樹 認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ（障害者インターナショナル）日本会議 副議長

２ 財団法人設立から、今日までの経過等 

昭和６２年 ７月 ７日 財団法人設立準備委員会発足（第１回会議）

      〃   ８月１０日 財団法人北海道精神保健推進協会（仮称）設立準備委員会 

（第２回会議） 

      〃   ８月１１日 財団法人北海道精神保健推進協会（仮称）設立発起人会 

（設立総会） 

   昭和６２年 ８月２０日 民法第３４条の規定に基づく財団法人北海道精神保健推進 

協会設立許可申請 

     〃   ９月 １日 同上許可（北海道知事） 

     〃   ９月 １日 財団法人北海道精神保健推進協会事務局設置 

     〃   ９月１０日 法人登記 



３９

  平成 元年 ２月１６日 「札幌デイ・ケアセンター」開設 

   〃 ２１年 ４月 １日 「こころのリカバリー総合支援センター」に改称 

   〃 ２４年 ４月 １日 財団法人から公益財団法人へ移行 

   〃 ２６年 ６月１６日 就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」開設 

   〃 ２８年 ６月１６日 就労移行支援事業所「ここスタ」開設             

〃 ２８年 ６月１６日 相談支援事業所「ココクル」開設

〃 ３０年 ４月 １日 就労定着支援事業所開設（ここリカ・プロダクション内） 

令和 ２年 ４月 １日 就労移行支援事業所「ここスタ」の名称を多機能型事業所 

「ここリカ・プロダクション」に統一

３ 施設の概要 

（１）「こころのリカバリー総合支援センター」 

所在地  札幌市白石区平和通１７丁目北１番１３号  

建物構造 鉄筋コンクリート１部２階建  

面積   敷地面積           4,819.66 ㎡ 

建築延面積           1,793.7 ㎡ 

・管理訓練棟        1,315.5 ㎡ 

 （うち 90.7 ㎡を「ここスタ」「ココクル」で使用） 

・体育館             463.20 ㎡ 

・附属建物         15.00 ㎡ 

付属設備    テニスコート         １面 

  （２）「ここリカ・プロダクション」 

所在地  札幌市白石区平和通１５丁目北１３番１８号 

建物   民間住宅借上 木造３ＬＤＫ   90.26 ㎡ 

４ 基本財産 

基本財産の総額は５，０００万円で、すべて関係団体の寄附金及び北海道、札幌市か

らの出捐金であり、その内訳は次表のとおりである。 
（単位：円）    

機 関、団 体 名  金 額 

北海道精神病院協会 10,000,000 

北海道精神障害者家族連合会 10,000,000 

札幌市婦人福祉推進協会 10,000,000 

北海道  10,000,000 

札幌市 10,000,000 

計 50,000,000 


